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分
割
・
民
営
化
反
対
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１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

８２号
2017 年３月16 日

解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
採
用
を
求
め
る
Ｊ
Ｒ
東
宛
署
名

２
万
９
３
１
５
筆
（
17
年
３
月
16
日
現
在
）

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
動
労
千
葉
は
15
年
９
月
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
対
し
て
、
最
高
裁
決
定
に
基

づ
い
て
動
労
千
葉
組
合
員
を
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
採
用
す
る
こ
と
を
要
求
し
、

答
す
る
立
場
に
な
い
と
認
識
し
て
い

る
」
と
回
答
し
、
団
体
交
渉
も
拒
否

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
動
労
千
葉
は
さ
ら
に

①
不
当
労
働
行
為
を
認
定
し
た
最
高

裁
決
定
、
②
不
採
用
基
準
の
策
定
を

命
じ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
、
③

不
採
用
の
不
当
労
働
行
為
の
法
的
責

任
は
Ｊ
Ｒ
に
あ
る
―
―
の
３
点
に
つ

い
て
会
社
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
当
社
は
当
事
者

で
な
い
こ
と
か
ら
回
答
す
る
立
場
に

な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
前
の
回

答
で
は「
裁
判
の
当
事
者
で
は
な
い
」

で
、
次
は
「
１
０
４
７
名
解
雇
問
題

の
当
事
者
で
は
な
い
」
と
主
張
し
て

い
る
の
で
す
。

　
井
手
文
書
に
つ
い
て
は
「
事
実
確

認
は
し
て
い
な
い
」「
関
知
し
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
当
事
者
の
告
白

な
の
で
す
。
事
実
か
ウ
ソ
か
。
ど
ち

ら
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
関
知
し
な

い
で
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
動
労
千
葉
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
Ｊ

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
現
在
、

２
０
１
５
年
の
６
・
30
最
高
裁
決
定

に
基
づ
き
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
と
Ｊ
Ｒ
採
用
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

対
し
て
要
求
す
る
新
た
な
署
名
運
動

Ｒ
東
日
本
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
再
度
要
求
し
て
い
ま
す
。

　〈
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
〉
へ
向

け
て
闘
い
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
最
高

裁
判
所
に
対
し
て
は
計
８
回
に
わ
た

り
、
署
名
提
出
・
要
請
行
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
き
な
力
に

な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
団
体
交
渉
を
実

現
し
、
採
用
を
や
り
直
さ
せ
、
解
雇

撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
へ
、
こ
れ
か
ら
何

度
で
も
新
宿
本
社
に
対
し
て
署
名
提

出
行
動
を
行
い
ま
す
。
目
標
の
10
万

筆
を
達
成
す
る
た
め
に
全
国
で
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
二
の
分
割
・
民
営
化
と
の
本
格

的
闘
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
水
平
分

業
・
別
会
社
化
―
転
籍
と
の
大
決
戦

で
す
。
ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨
て
に
対

す
る
地
域
か
ら
の
反
撃
も
始
ま
り
ま

し
た
。
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争

と
一
体
で
Ｊ
Ｒ
資
本
を
包
囲
す
る
闘

い
で
す
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
新
自
由
主

義
の
破
綻
と
闘
い
抜
き
労
働
運
動
再

生
の
可
能
性
を
示
す
た
め
に
も
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
が
具
体

的
・
現
実
的
に
前
進
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
こ
と
は
決
定
的
で
す
。
そ
う

し
て
こ
そ
全
国
の
地
域
・
職
場
に
お

け
る
労
働
運
動
再
生
の
努
力
と
結
合

で
き
ま
す
。

　
署
名
数
は
現
在
約
３
万
筆
で
す
。

30
年
闘
い
抜
い
た
国
鉄
闘
争
は
、
新

し
い
可
能
性
を
切
り
開
い
て
い
ま

す
。
全
国
で
署
名
運
動
へ
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。（
事
務
局
）

　
３
月
４
日
ダ
イ
改
に
反
対
し
て
動

労
千
葉
、
動
労
水
戸
な
ど
動
労
総
連

合
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
統
一
行
動
が
闘

わ
れ
ま
し
た
。
動
労
千
葉
は
３
月
４

日
始
業
時
か
ら
５
日
ま
で
、
本
線
運

転
士
延
べ
70
人
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突

入
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
一
昨
年
の
ダ
イ

改
で
館
山
駅
発
着
の
特
急
列
車
を
廃

止
し
た
こ
と
に
続
き
、
今
回
の
ダ
イ

改
で
昼
間
帯
の
館
山
駅
～
千
葉
駅
間

の
普
通
列
車
を
す
べ
て
木
更
津
駅
で

の
折
り
返
し
運
転
に
し
、
特
急
列
車

削
減
に
伴
っ
て
新
設
さ
れ
た
は
ず
の

特
別
快
速
も
廃
止
し
ま
し
た
。

　
ま
た
久
留
里
線
の
上
総
亀
山
～
久

留
里
駅
間
で
は
、
昼
間
は
５
時
間
半

以
上
も
列
車
が
走
ら
な
い
上
に
、
上

総
亀
山
駅
か
ら
の
５
時
07
分
発
始
発

列
車
と
22
時
59
分
着
最
終
列
車
が
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。

　「
利
益
を
生
ま
な
い
」
か
ら
と
地

域
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
館
山
市
民
か
ら
も
大
き
な
怒

り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
動
労

千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
か
つ
て
な
く

地
元
の
支
持
を
受
け
た
闘
い
と
な
り

ま
し
た
。
ス
ト
当
日
の
４
日
午
後
、

組
合
員
ら
１
２
０
人
が
館
山
駅
前
に

結
集
し
、
抗
議
行
動
を
行
い
ま
し
た

（
写
真
下
）。

　
館
山
駅
前
の
商
店
街
や
利
用
客
か

ら「
観
光
地
な
の
に
特
急
も
来
な
い
。

な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
。
署
名
で
も

何
で
も
す
る
」「
市
民
が
大
金
を
出

し
て
立
派
な
駅
を
造
っ
た
の
に
列
車

を
走
ら
せ
な
い
と
は
許
せ
な
い
」
と

い
う
Ｊ
Ｒ
へ
の
怒
り
の
声
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
は
、
ダ
イ
改
の
た

び
に
乗
務
員
へ
の
労
働
強
化
と
締
め

付
け
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
乗
客
が
乗
務
員
を
撮
影
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
す
こ
と
を
会
社
は

職
場
支
配
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
乗

務
員
は
一
挙
手
一
投
足
を
監
視
さ

れ
、
些
細
な
こ
と
で
乗
務
停
止
や
配

転
・
強
制
出
向
、
処
分
・
解
雇
。
職

場
は
息
も
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　
今
回
の
ス
ト
は
こ
れ
と
の
闘
い
で

も
あ
り
ま
す
。

　
５
日
の
昼
、
動
労
総
連
合
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
本
社
前
で
抗
議
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
い
抜

い
た
動
労
西
日
本
や
動
労
総
連
合
・

新
潟
な
ど
も
合
流
し
、
約
３
０
０
人

で
怒
り
の
拳
を
突
き
上
げ
、
第
２
の

国
鉄
分
割
・
民
営
化
と
の
闘
い
の
出

発
を
宣
言
し
ま
し
た
。（
写
真
上
）。

団
体
交
渉
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

回
答
を
１
年
近
く

保
留
し
た
上
で

「
裁
判
の
当
事
者

で
は
な
い
か
ら
回

改
め
て
解
雇
撤
回
署
名
を
訴
え
ま
す

ス
ト
ラ
イ
キ
＆
統
一
行
動

〝
水
平
分
業
・
転
籍
許
す
な
！
〟

動労総連合

 解雇撤回署名１０万筆の
 力で ＪＲと安倍を倒そう

動労総連合によるＪＲ東日
本抗議行動（３月５日　新
宿駅前）／館山駅前での抗
議行動（３月４日）
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北
海
道
で
鉄
道
の
半
分
が
切
り

捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

安
倍
首
相
や
石
井
国
交
相
は
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
経
営
危
機
に
つ
い
て
「
分

割
・
民
営
化
が
失
敗
し
た
わ
け
で
は

な
い
」「
人
口
減
少
が
原
因
だ
」
と

し
て
い
る
。

　
２
月
の
北
海
道
新
聞
の
全
道
世
論

調
査
で
は
、
路
線
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
、
生
活
や
仕
事
に
「
大
き
な
影
響

が
あ
る
」
が
10
％
、「
あ
る
程
度
の

影
響
は
あ
る
」
が
20
％
、「
将
来
は

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
」
が

37
％
で
、
計
67
％
が
影
響
あ
る
と
回

答
し
た
。

　
廃
線
に
な
れ
ば
鉄
路
と
駅
が
消
え

る
44
市
町
村
で
は
、「
大
き
な
影
響

が
あ
る
」
が
９
％
、「
あ
る
程
度
の

影
響
は
あ
る
」
が
24
％
、「
将
来
は

影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
」
が

43
％
で
、
計
76
％
が
「
影
響
あ
る
」

と
回
答
し
た
。

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
つ
い
て
も
、

「
分
割
も
民
営
化
も
い
ず
れ
も
良
く

な
か
っ
た
」
が
23
％
、「
分
割
は
良

か
っ
た
が
、
民
営
化
は
良
く
な
か
っ

た
」
が
８
％
、「
分
割
は
良
く
な
か
っ

た
が
、
民
営
化
は
良
か
っ
た
」
が

24
％
で
、
計
55
％
が
「
良
く
な
か
っ

た
」
と
回
答
し
、「
分
割
も
民
営
化

も
い
ず
れ
も
良
か
っ
た
」
の
13
％
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

　「
国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
失
敗
し

た
」
と
い
う
前
提
で
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道

の
再
生
」
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
枠
組
み
の
見
直
し
は
、
北
海
道
庁

の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
や
自
民
党
の

一
部
幹
部
ま
で
が
言
い
出
し
て
い
る

が
、
鉄
道
の
現
場
で
働
く
労
働
者
が

誇
り
を
奪
い
返
す
立
場
に
立
た
な
い

一
切
の
議
論
か
ら
は
何
の
展
望
も
生

ま
れ
な
い
。

　
だ
が
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
屈

し
た
労
働
組
合
は
、
国
に
財
政
支
援

を
要
求
す
る
だ
け
で
、
国
や
資
本
と

対
決
し
て
闘
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
北
海
道
で
国
鉄
闘
争
の
火
を
消
さ

ず
闘
っ
て
き
た
こ
と
は
正
し
か
っ

た
。
こ
の
旗
印
は
い
ま
や
分
断
を
打

ち
破
っ
て
、
労
働
者
人
民
が
団
結
し

て
未
来
を
切
り
開
く
道
を
照
ら
し
出

す
も
の
と
し
て
輝
い
て
い
る
。
そ
の

先
頭
に
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回

の
闘
い
が
立
つ
時
が
来
て
い
る
。

迫
る
経
営
破
綻

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
今
年
の
１
月
に
、

２
０
２
０
年
度
中
に
資
金
不
足
に

陥
る
と
の
試
算
を
ま
と
め
た
。
資

金
見
通
し
は
16
年
度
か
ら
５
年
間
。

１
８
０
億
円
規
模
の
経
常
損
失
に
加

え
、
設
備
投
資
や
借
入
金
の
返
済
な

ど
が
膨
ら
み
、
毎
年
３
０
０
億
円
規

模
の
資
金
不
足
に
な
る
見
通
し
。

　
国
に
よ
る
計
１
２
０
０
億
円
の
追

加
支
援
な
ど
で
順
次
穴
埋
め
す
る

が
、
支
援
は
19
年
度
で
途
切
れ
る
た

め
、そ
れ
ま
で
に
赤
字
を
減
ら
す
か
、

何
ら
か
の
資
金
を
手
当
て
で
き
な
け

れ
ば
、
20
年
度
末
ま
で
に
資
金
繰
り

が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
。Ｊ
Ｒ
は「
資

金
不
足
と
な
っ
た
場
合
、『
絶
対
に

守
る
べ
き
安
全
の
基
準
』
が
維
持
で

き
ず
、
全
道
で
列
車
の
運
行
が
で
き

な
く
な
る
」
と
い
う
。

　
人
口
減
少
や
高
速
道
路
の
普
及
が

進
ん
だ
こ
と
に
加
え
、
低
金
利
で
国

か
ら
受
け
た
基
金
の
運
用
益
に
も
頼

れ
ず
、
赤
字
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と

を
Ｊ
Ｒ
は
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

　
だ
が
問
題
の
根
っ
こ
に
あ
る
の
が

30
年
前
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
だ
。

　
人
口
が
少
な
い
「
北
海
道
」
が
い

金
は
６
８
２
２
億
円
と
さ
れ
た
。
そ

の
根
拠
は
、将
来
の
運
用
利
回
り
を
、

過
去
10
年
分
の
国
債
利
回
り
の
平
均

値
（
７
・
３
％
）
と
同
じ
だ
と
仮
定

し
た
と
い
う
。

　
運
用
益
は
、
金
利
が
０
・
１
％
下

が
っ
た
だ
け
で
収
入
は
７
億
円
近
く

減
る
が
、
政
府
側
は
「
将
来
的
に
も

運
用
益
は
十
分
に
期
待
で
き
る
」
と

強
気
の
答
弁
を
繰
り
返
し
た
。
と
こ

ろ
が
予
定
通
り
調
達
で
き
た
の
は
最

初
の
２
年
だ
け
。
16
年
度
の
見
込
み

分
ま
で
足
し
合
わ
せ
る
と
不
足
額
は

実
に
４
３
０
０
億
円
に
達
す
る
。

民
営
化
の
矛
盾

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
国
土
交
通
省

を
高
め
る
努
力
を
求
め
た
」
と
記
者

団
に
説
明
し
た
。「
単
独
で
維
持
困

難
」
な
路
線
を
言
い
出
し
た
起
点
が

こ
こ
に
あ
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
２
０
１
６
年
３
月

期
の
連
結
決
算
で
３
５
２
億
円
の
営

業
赤
字
を
計
上
し
、
島
田
社
長
は
７

月
、「
こ
れ
以
上
（
赤
字
路
線
）
問

題
を
先
送
り
す
れ
ば
早
晩
、
資
金
繰

り
が
破
綻
す
る
」
と
述
べ
た
。
し

か
し
貸
借
対
象
表
を
見
る
と
負
債

合
計
が
４
６
８
４
億
円
な
の
に
対

し
、
純
資
産
合
計
は
９
６
６
３
億

円
。
５
千
億
円
近
い
圧
倒
的
な
資
産

超
過
で
、
普
通
の
民
間
企
業
な
ら
道

内
ト
ッ
プ
級
の
健
全
企
業
だ
。

　
そ
れ
で
も
資
金
繰
り
が
危
機
的

（
島
田
社
長
）
な
の
は
、
債
券
な
ど

９
％
で
、
Ｊ
Ｒ
九
州
の
39
・
７
％

（
16
年
３
月
期
決
算
）
と
同
様
だ
が
、

Ｊ
Ｒ
九
州
が
東
証
１
部
で
上
場
で
き

た
の
は
、
上
場
を
前
提
に
し
た
会
計

処
理
の
効
果
が
大
き
か
っ
た
。
不
採

算
路
線
の
維
持
を
前
提
に
し
た
経
営

安
定
基
金
（
３
８
７
７
億
円
）
を
資

本
剰
余
金
に
組
み
入
れ
、
自
由
に
使

え
る
資
金
に
変
え
た
の
だ
。
こ
の
資

金
で
九
州
新
幹
線
の
20
年
分
の
施
設

使
用
料
を
一
括
払
い
す
る
な
ど
し
、

鉄
道
事
業
は
表
向
き
黒
字
に
転
じ

た
。
国
の
政
策
で
、
こ
う
も
明
暗
が

分
か
れ
る
の
だ
。

逃
げ
た
国
と
道

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
の
支
援
に

し
や
鉄
道
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど

は
掲
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
昨
年
11
月
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道

が
「
単
独
で
は
維
持
困
難
な
路
線
」

を
発
表
し
た
直
後
の
対
応
か
ら
の
大

幅
な
後
退
だ
。
高
橋
知
事
は
「
国
へ

の
提
言
、
提
案
を
し
っ
か
り
行
い
、

財
政
面
も
含
め
て
抜
本
的
な
支
援
策

を
求
め
る
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
麻
生
太
郎
財
務
相
が
１
月
に
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
の
合
併
も
「
一
つ
の
ア

イ
デ
ア
だ
」
と
発
言
し
た
こ
と
を
め

ぐ
っ
て
政
府
は
10
日
、「
完
全
民
営

化
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
経
営
判
断

に
関
わ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
見
解

を
示
す
こ
と
は
控
え
た
い
」
と
の
答

弁
書
を
閣
議
決
定
し
、
麻
生
発
言
を

事
実
上
打
ち
消
し
た
。

住
民
の
生
命
線

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
経
営
の
悪
化
が

減
便
、
駅
の
無
人
化
な
ど
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
招
き
、
利
用
客
減
少
が
経
営

を
圧
迫
す
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ

て
い
る
。
維
持
困
難
と
し
た
10
路
線

13
線
区
間
に
あ
る
全
駅
に
つ
い
て
、

周
辺
２
㌔
圏
内
の
人
口
を
合
計
し
た

と
こ
ろ
、
約
１
０
０
万
人
に
上
る
と

い
う
。
そ
も
そ
も
鉄
道
会
社
に
独
立

採
算
を
求
め
る
の
は
、
日
本
特
有
の

「
幻
想
」に
過
ぎ
な
い（
上
岡
直
見
氏
、

環
境
経
済
研
究
所
代
表
）。

　
路
線
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
は
「
上
下
分
離
方
式
」
を
言
い

出
し
た
が
、
こ
れ
は
線
路
や
駅
を
沿

線
自
治
体
に
所
有
さ
せ
る
と
い
う
意

味
で
、
国
が
管
理
す
る
上
下
分
離
と

は
ま
っ
た
く
違
う
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
鉄
道
の
運
賃
収
入
は

収
入
全
体
の
２
割
程
度
で
、
そ
の
他

は
公
的
な
制
度
に
よ
る
財
源
で
運
営

さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
連

邦
鉄
道
は
、
国
の
面
積
は
北
海
道
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
政
府
は
施
設
管
理

会
社
に
公
的
資
金
を
投
入
し
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
の
約
２
倍
と
な
る
４
８
４
６

㌔
の
鉄
路
を
維
持
し
て
い
る
。
さ
ら

に
運
行
会
社
が
昨
年
計
上
し
た
約

１
２
０
０
億
円
の
赤
字
は
、
政
府
の

補
助
金
で
穴
埋
め
さ
れ
た
。

　
鉄
道
は
イ
ン
フ
ラ
だ
と
い
う
発
想

で
見
れ
ば
、「
平
均
乗
客
数
」
と
い

う
Ｊ
Ｒ
の
尺
度
と
違
う
も
の
が
見
え

て
く
る
。
留
萌
線
は
、
２
０
１
５
年

度
の
１
㌔
当
た
り
１
日
平
均
乗
客

数
が
、
全
道
で
５
番
目
に
少
な
い

１
８
３
人
だ
っ
た
の
で
、
廃
止
と
バ

ス
転
換
の
対
象
に
含
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
恵
比
島
駅
は
、
周
辺
の
住
民

は
９
世
帯
13
人
だ
が
、
乗
降
客
数
は

１
日
延
べ
10
人
で
、
高
い
利
用
頻
度

を
示
す
。
小
集
落
で
あ
っ
て
も
鉄
路

へ
の
依
存
度
が
高
い
地
域
の
存
在
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
で
は
顧

み
ら
れ
な
い
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
の
調
査
で

は
、
道
内
を
19
に
分
け
た
通
学
区
域

の
う
ち
、
区
域
外
の
高
校
へ
進
学
し

た
生
徒
の
割
合
は
、
２
年
以
上
も
不

通
で
廃
止
が
言
わ
れ
て
い
る
日
高
線

を
抱
え
る
日
高
地
区
が
28
％
と
最
多

で
、
５
年
前
か
ら
７
・
１
㌽
増
え
、

増
加
率
も
全
道
で
最
も
高
か
っ
た
と

い
う
。
路
線
の
廃
止
は
進
学
や
就
職

を
求
め
る
若
者
の
人
生
を
変
え
、
通

院
や
買
い
物
が
必
要
な
人
々
の
命
ま

で
左
右
す
る
。

　
も
う
国
や
Ｊ
Ｒ
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
勝
手
に
人
生
を
決
め
ら
れ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
怒
り
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
安
全
崩
壊
は
依
然

と
し
て
危
機
的
状
態
に
あ
る
。
経
営

の
破
綻
と
安
全
の
崩
壊
は
表
裏
一
体

だ
。
安
全
回
復
を
線
路
の
切
り
捨
て

で
行
う
と
い
う
の
は
筋
違
い
。
安
全

と
イ
ン
フ
ラ
の
死
守
を
訴
え
、
動
労

総
連
合
建
設
で
闘
う
時
だ
。

（
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
・
北
海
道
）

ず
れ
経
営
難
に
陥
る
こ
と
は
十
分
に

予
想
で
き
た
。
東
京
・
新
宿
駅
の
乗

降
客
は
Ｊ
Ｒ
だ
け
で
１
日
76
万
人
。

北
海
道
は
す
べ
て
の
路
線
を
足
し
て

も
36
万
８
千
人
と
、
た
っ
た
１
駅
の

半
分
に
も
満
た
な
い
。

所
管
の
独
立
行
政
法
人
、
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
が

１
０
０
％
株
式
を
保
有
す
る
実
質
的

な
国
有
企
業
だ
。

　
国
は
「
国
が
株
を
持
つ
の
は
、
Ｊ

Ｒ
各
社
が
株
式
上
場
を
目
指
す
国
鉄

改
革
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
も
の
。

…
国
の
監
督
規
制
は
必
要
最
小
限
に

と
ど
め
、
経
営
の
自
主
性
を
尊
重
す

る
の
が
基
本
的
な
姿
勢
で
す
」（
国

交
省
鉄
道
事
業
部
長
・
大
野
達
）
と

言
う
が
、
そ
れ
は
嘘
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
株
主
総
会
は
毎
年

６
月
、本
社
の
会
議
室
で
行
わ
れ
る
。

新
旧
の
取
締
役
や
監
査
役
ら
会
社
側

20
数
人
に
対
し
て
、
株
主
は
た
っ
た

１
人
。
昨
年
６
月
の
総
会
で
同
機
構

の
北
村
隆
志
理
事
長
は
「
企
業
価
値

で
運
用
し
て
赤
字
を
穴
埋
め
す
る
た

め
の
経
営
安
定
基
金
が
、
Ｊ
Ｒ
会
社

法
で
「（
国
交
省
が
承
認
し
な
い
限

り
）
取
り
崩
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　「
経
営
安
定
基
金
を
自
由
に
使
え

る
な
ら
、
財
務
的
に
優
良
企
業
だ
」

（
楽
天
証
券
経
済
研
究
所
の
窪
田
真

之
所
長
）。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
収
益
改
善
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
当
の
理
由

は
、
同
社
が
Ｊ
Ｒ
会
社
法
に
縛
ら
れ

た
国
有
企
業
で
あ
り
、
国
が
株
主
と

し
て
早
急
な
収
支
改
善
を
求
め
て
い

る
か
ら
だ
。

　
事
業
の
多
角
化
を
進
め
て
き
た
Ｊ

Ｒ
北
海
道
は
、
連
結
売
上
高
に
占

め
る
鉄
道
事
業
収
入
の
割
合
は
39
・

つ
い
て
石
井
国
交
相
は
「
設
備
投
資

に
対
す
る
助
成
や
無
利
子
貸
し
付
け

な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
て
い

る
」
と
主
張
し
、
経
営
悪
化
の
責
任

は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
あ
る
以
上
の
財
政

支
援
を
行
わ
な
い
と
す
る
姿
勢
だ
。

　
高
橋
・
北
海
道
知
事
も
10
日
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
「
赤
字
補
填
は
国
も
道

も
無
理
」
と
述
べ
、
財
政
支
援
は
国

に
求
め
ず
、
道
と
し
て
も
行
わ
な
い

と
言
明
し
た
。「
道
民
の
税
金
を
、

赤
字
補
填
に
充
て
る
の
は
道
民
に
説

明
で
き
な
い
」
と
強
調
し
、
国
に
求

め
る
支
援
策
は
、
道
の
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム（
Ｗ
Ｔ
）

報
告
が
基
本
だ
と
し
た
。
Ｗ
Ｔ
報
告

は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

支
払
わ
れ
る
線
路
使
用
料
の
積
み
増

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
や

九
州
な
ど
に
は
発

足
時
、
経
営
安
定

基
金
の
運
用
益
で

赤
字
を
補
填
す
る

仕
組
み
が
つ
く
ら

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
北

海
道
の
必
要
額

は
、
１
９
８
６
年

当
時
の
試
算
で
年

４
９
８
億
円
と
さ

れ
、
経
営
安
定
基

事
態
の
核
心
は
国
鉄
分
割

・
民
営
化
の
破
綻
に
あ
る

ＪＲ北海道
路線の半分
が維持困難


